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～公益社団法人への移行と更なる京都ブランドの向上を目指した京都観光の振興～

当協会は、平成２４年４月１日をもって公益社団法人へ移行し、新たな一歩を踏み出した。これを機に、

より一層の京都ブランドの向上を目指し、京都でしか得られない“ほんもの”の奥深い魅力を発信すると

ともに、新たな魅力ある事業プランの企画実施や京都が誇る伝統行事の円滑な執行への支援など、京都観

光の振興に総力を挙げて積極的な事業展開を行う。

１ 「京の夏の旅」「京の冬の旅」事業のより一層の充実

本年度においても「京の夏の旅」「京の冬の旅」キャンペーン事業をより積極的に取り組み、内容を充

実し、より一層の観光振興を図るとともに、ＪＲ、私鉄各社並びに旅行会社各社に早期に事業の情報提

供を行うことにより、商品造成と宣伝販売促進の向上につなげる。次年度事業企画についても、引き続

き早期の段階での事業企画および発表を行えるよう、以下の重点項目を念頭に業務遂行に務める。

① 企画内容発表の早期化

② 魅力あるテーマの設定

③ 誘致宣伝販売の強化

④ ポスター、パンフレット等宣伝物の充実

⑤ 観光客のニーズに応えたイベントの実施

また、宣伝面においても、ＪＲと関西私鉄各社の協力を得て、更なる宣伝展開の強化を図る。

２ 京都「千年の心得」、「ほんまもん」に触れ合う旅「京のたしなみ」等体験プランの充実

千年を超える歴史に培われた京都ならではの奥深い上質な魅力に出会うことのできる体験型観光プラ

ンとして、平成２１年度より実施している京都「千年の心得」事業と、職人や文化人の指導解説により、

京都の伝統文化、伝統工芸の魅力に触れることのできる体験型素材を集めたキャンペーンとして、昨年

度よりスタートした「京のたしなみ」について、心のゆとりや癒しなど多様化する観光客のニーズに応

えるとともに、豊かな文化を育んできた京都の町の魅力をより高め、発信していける体験プランとして

の充実を図る。

３ 国際観光客受入対策のより一層の強化─「いまのKYOTO」を伝える─

昨年度は、東日本大震災に伴う福島原発事故により、外国人観光客が激減するなか、当協会では、京

都の安全性や、京都観光を楽しむ外国人観光客の声をホームページで発信し、今現在の京都の姿を伝え

ることができた。昨年に引き続き、「いまのKYOTO」を伝えるために、本年はインターネットを活用し

た情報発信を強化する。ひとつは東日本大震災発生時にも、情報伝達に活躍したことで注目されたソー
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シャル・ネットワーキング・サービス（SNS）、なかでも世界で８億人が利用するとされるfacebookを活

用して観光情報ばかりでなく、緊急情報の発信も行う。

また、インターネットでの動画による情報発信が常識となっていることから、当協会の会員の施設情

報、行事・イベント、季節の情報など「いまのKYOTO」の姿を映像で発信する事業を開始する。

４ 京都四大行事の円滑な執行への支援及び観覧席事業における安全な運営の確保

葵祭・祇園祭・五山送り火・時代祭の京都の四大行事は、世界無形文化遺産でもある祇園祭をはじめ、

京都の観光振興に大いに寄与する重要な観光資源である。この四大行事が、円滑に運営され、安定的に

執行されるように様々な側面からの支援を行う。

葵祭・祇園祭・時代祭については、継続して観覧席を設置する。観覧席設置の意義は、単に観光客の

利便性や旅行会社のツアー設定による集客の増大効果のみならず、大勢の観光客が祭りの行列へ立ち入

ることを規制するための空間の役割も果たしている。これにより、警備の動線が確保でき、行列の沿道

の整理や警備を円滑に行うことが可能となる。

また、京都四大行事に対し、安定した執行を図るため補助金を交付している。また葵祭・五山送り火

については、協賛会の事務局を務め、募金活動を行っている。長年観光事業を推進し、１３００を超える会

員を有する当協会ならではの支援事業であり、これを継続して行う。

当協会では、「観光都市・京都」の玄関口であるＪＲ京都駅ビルの２階に設置されている京都総合観光

案内所「京なび」において、これまでの実績をも踏まえ、引き続き平成２４年度から平成２６年度までの３

年間、観光案内・相談業務などの運営業務を受託することとなった。

これを機に、案内ツールの新規作成など、より一層の機能の充実を図るとともに、案内所を訪れる年

間７０万人を超える利用者（一日平均約２千人）に対しては、利用者のニーズに応え、これまで以上に利

用者の目線に立って、より満足度の高い“おもてなしの心”での応対に取り組む。

さらに、会員施設から寄せられる観光情報についても、利用者のニーズに応えるため、積極的に発信

および提供していく。

５ 京都総合観光案内所など観光客をお迎えする窓口でのより満足度の高い“おもてなしの心”での応対

と会員情報の発信
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（公益目的事業会計）

１ ＪＲ委員会の活動

ＪＲ各社との連携をもとに観光客を誘致するため、ＪＲ委員会を運営し、ＪＲグループ各社と共に効

果的な誘致宣伝活動を実施する。

茨 ＪＲ西日本との共同事業「京都・大阪・神戸観光推進協議会」への参画

全国的に定着している“三都物語”キャンペーンについて、ＪＲ西日本と連携した誘致宣伝活動を

行うとともに、三都市周遊型のツアー企画の造成および販売活動を推進する。

芋 ＪＲ東海との共同事業「京都観光宣伝協議会」への参画

最重点市場である首都圏および東海道新幹線沿線地区から観光客誘致を図るため、ＪＲ東海の媒体

をはじめ、マスコミを活用した幅広い京都ＰＲを展開するとともに、ＰＲと連動した受入対策を推進

する。

鰯 ＪＲ東日本「びゅう京都会」への参画

ＪＲ東日本と京都の宿泊施設等を中心に組織された「びゅう京都会」に参画し、情報交換や宿泊客

の誘致対策を協議するとともに、受入体制の整備および強化を図る。

允 ＪＲグループ６社共同キャンペーンの継続実施

昭和５４年から通算して連続３３年間実施している「京の冬の旅」キャンペーンについて、今年度に引

き続き平成２５年度以降も、ＪＲグループ６社によるデスティネーションキャンペーンとして実施でき

るよう要請するとともに、冬季の観光振興を図る最重点事業として取り組む。

印 ＪＲ各社との共同宣伝事業の実施

ＪＲ各社との相互要請により、観光客誘致につながる効果的な宣伝活動を適宜共同で実施する。と

くに首都圏での観光客誘致に重点をおき取り組む。

２ 観光協会ホームページによるインターネット情報発信の充実

茨 観光情報の内容充実

タイムリーな観光情報の発信をはじめ観光に便利なリンク集の作成、三大祭観覧席や協会主催イベ

ントの予約システムなど、情報発信の充実に努めるとともに、利用者の増大を図る。また、協会会員

を中心とした観光施設や店舗の紹介や、バナー広告により、それぞれのホームページへのリンクを促

進し、利用者のニーズに応える。

芋 「きょうと情報版」のインターネット発信（和・英）

旅行会社や関係機関に配布している「きょうと情報版」について、より広く紹介し活用できるよう、

協会のホームページに和文、英文で掲載し、インターネット発信する。

鰯 ソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）の活用

利用者が拡大しているfacebookを活用し、京都ファンへタイムリーな情報を発信する。また協会

ホームページへのリンクを貼ることでホームページのアクセス増も図る。 ＜平成２３年度新規事業＞

Ⅰ 観光都市京都の紹介宣伝事業

平成２４年度事業計画について
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３ 誘致宣伝印刷物の作成配布

茨 月刊紙「きょうと情報版」の編集発行

旅行会社や一般観光客に必要な早期の観光情報として３か月先、６か月先の情報を掲載した「きょ

うと情報版」を編集発行し、会員はじめ首都圏を中心に旅行会社、マスコミ機関等に配布し、観光客

の誘致を促進する。

芋 誘致ポスターの作成配布

四大行事をはじめ、観光イベントのポスターを作成し、ＪＲ各社の全国主要駅、私鉄各社の主要駅

を中心に掲出するとともに、旅行会社、京都展等に適宜効果的に配布する。

４ 京都観光推進協議会への参画

京都市および関係業界で組織する京都観光推進協議会に参画し、修学旅行および一般観光客誘致対策

に重点を置いた活動を推進する。

５ 全国各地の「京都展」での誘致宣伝活動

首都圏はじめ全国各地の主要都市で開催される「京都展」の共催や後援を行い、会場でのポスターの

掲出及び観光パンフレットや観光案内地図の配布などにより観光客の誘致宣伝活動を実施する。

６ 京都観光オフィシャルサイト「京都観光Navi」の受託

京都観光オフィシャルサイト「京都観光Navi」の運営を京都市から引き続き受託し、利用者のニーズ

に対応した的確な情報発信を行うとともに機能充実に努める。

（公益目的事業会計）

１ 「京の夏の旅」キャンペーンの実施

夏季観光客の誘致を図るため、第３７回「京の夏の旅」定期観光バス特別コースをはじめ、京の夏なら

ではのイベントを充実させ実施するとともに、計画を早期に発表することにより、全国に向けての宣伝

強化を図る。

茨 第３７回「京の夏の旅」定期観光バス特別コースの企画設定

７月から９月末までの期間、京の夏の風情を紹介するにふさわしい魅力あふれる特別観光コースを

企画設定し、定期観光バスを期間中運行する。

芋 文化財特別公開の企画実施

定期観光バス特別コースの対象箇所をはじめとする普段見ることのできない社寺や施設などの文化

財特別公開を実施する。

鰯 参加型イベントの企画実施

観光客のニーズに応えるため、京の奥深い魅力に触れる京都「千年の心得」をはじめ、京の食文化

にスポットを当てた“食遊菜都”や前年度より取り組む京の伝統文化や伝統工芸を身近に感じる体験

Ⅱ 京都ブランドの向上を目指す京都観光振興事業
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型素材を集めたキャンペーン「京のたしなみ」など、参加体験型のイベントを企画実施する。

また、京都の新たな夏の風物詩として取り組む「京の七夕」事業とも連携し、より一層の観光客誘

致に努める。

允 “都の賑い”事業の実施

京都花街組合連合会、京都伝統伎芸振興財団と共同で、６月恒例の観光イベントとして定着した“都

の賑い”「京都五花街合同伝統芸能特別公演」を開催する。今回は初めて伝統ある南座の舞台で公演する。

開催日 ６月２９日（金）・３０日（土）

２ 「京の冬の旅」キャンペーンの実施

冬季観光客の誘致を図るため、１２月から３月まで京の冬ならではの特別イベントである「京の冬の旅」

キャンペーンを実施し、ＪＲグループ６社共同によるデスティネーションキャンペーンとして全国規模

での誘致宣伝、販売促進を図る。

今年度は、大河ドラマ「八重の桜」放映記念として主人公・新島八重ゆかりの寺や、優美で高雅な文

化財を秘めた門跡寺院や尼門跡寺院の特別公開などを中心に、キャンペーンを実施する。

茨 第４７回「京の冬の旅」非公開文化財特別公開

～秘められた京の美をたずねて～

「京の冬の旅」キャンペーンイベントの柱である文化財の特別公開について、新たな魅力あふれる対

象箇所を設定し、特別公開を実施する。

芋 定期観光バス特別コースの運行

特別公開箇所や貴重な文化財等をめぐる定期観光バス特別コースを企画する。

鰯 参加体験型イベントの実施

京の冬ならではの魅力ある参加体験型イベントとして、京の奥深い魅力に触れる京都「千年の心

得」、京の食文化にスポットを当てた“食遊菜都”や京の伝統文化、伝統工芸を身近に感じる体験型素

材を集めたキャンペーン「京のたしなみ」などを企画設定し、キャンペーンイベントの充実を図る。

允 受入機関の魅力づくり

宿泊・観光施設等との連携により、キャンペーン期間中の観光客に対するサービスの充実や設定等

魅力づくりを行う。

３ 「京の夏の旅」「京の冬の旅」の誘致宣伝展開

茨 ＪＲ各社媒体による誘致宣伝等

「京の夏の旅」「京の冬の旅」の誘致ポスターを作成し、全国のＪＲ主要駅に掲出するとともに、ＰＲ

用パンフレットについても、ＪＲ各社との連携により全国の主要駅等で配布する。

芋 関西私鉄各社媒体による誘致宣伝等

「京の夏の旅」「京の冬の旅」の誘致ポスターを作成し、関西私鉄各社の主要駅に掲出するとともに、

各社媒体での記事掲載等、各社との連携を図る。

鰯 旅行会社との連携による誘致宣伝

主要旅行会社との連携強化を推進し、各社の京都ツアーパンフレットへのキャンペーンイベントの

掲載等、早期の情報提供を図る。
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允 マスコミ媒体等による誘致宣伝

全国主要地区の新聞、テレビ、雑誌等のマスコミ媒体による宣伝活動を推進するとともに当協会

ホームページに掲載し、インターネット配信する。

４ 京都「千年の心得」事業の実施

平成２１年度よりスタートさせた京都「千年の心得」事業では、京都ならではの魅力に出会うことので

きる厳選された観光プランを企画し、数多くの京都ファンやリピーターのニーズに応えるべく、京都市

と共同でより一層内容を充実して、さらなる誘致促進を図る。

５ 京の体験キャンペーン「京のたしなみ」事業の実施

平成２３年度より取り組んでいる京都の伝統文化、伝統工芸の奥深い魅力を身近に感じる「体験型」素

材を集めたキャンペーンとして、京都市との協力により、ＪＲ西日本と共同で実施し、さらなる誘致促

進を図る。 ＜平成２３年度新規事業＞

６ 特別企画事業の実施

冬季夏季のオフシーズン以外にも、ゴールデンウイーク後の新緑のころや梅雨のシーズン、紅葉まで

の初秋のころなどの観光客の落ち込みに対応するとともに、交通渋滞緩和や公共交通機関での市内観光

を促進するため、当協会ならではのオリジナル特別観光コースの設定や文化財の特別公開等を実施する。

７ 修学旅行受入対策の推進

京都を挙げての修学旅行受入対策の一環として実施している「修学旅行パスポート」事業について、

部数を増加のうえ継続発行し、インターネットでのダウンロードとあわせ、修学旅行誘致を促進する具

体的な対策としてＰＲを実施する。

８ 国際観光客誘致受入の強化

茨 公益財団法人京都文化交流コンベンションビューローのインバウンド事業への参画

京都市ならびに関係業界で組織する京都国際観光客誘致推進協議会の京都文化交流コンベンション

ビューローへの統合に伴い、京都文化交流コンベンションビューローが行う京都市海外情報発信・収

集拠点との連携や、国内外旅行博出展や現地旅行会社訪問など外国人観光客の誘致を推進する。

芋 海外有力プレス関係者等招請京都委員会への参画

京都府、京都市、京都府観光連盟とともに「海外有力プレス関係者等招請京都委員会」に参画し、

アジアや欧米諸国をはじめ世界各国の有力プレス関係者等を対象にした招請事業、その他外国人観光

客の来訪の促進に必要な事業を実施する。

鰯 多言語観光情報誌の発行支援と配布

外国人観光客の利便を図り、誘致宣伝に努めるため、英文月刊情報誌「キョートビジターズガイド」

の発行を引き続き支援するほか、中国（北京）語版、台湾語版、韓国語版の情報誌「きょん」発行を

支援し、京都総合観光案内所等での配布を行う。
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允 観光地図「KYOTOCITYMAP」の作成配布

外国人観光客の散策観光に便利な英文観光地図を引き続き作成し、観光案内所や宿泊施設、関西空

港等で配布する。また多言語化について検討する。

印 音声観光ガイドの配信

全世界で高い人気を誇るiPodやiPhone向けの音声ガイドの英語版を引き続き配信する。

咽 多言語ホームページ「KYOTO－MAGOnoTE」の運営

英語・フランス語・中国語（簡体字と繁体字）・韓国語に日本語を加えた６言語のホームページ

「KYOTO－MAGOnoTE」のさらなる充実とアクセス増を図る。

員 ソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）の活用

世界的に利用者が拡大しているfacebookを活用し、京都ファンへ京都のタイムリーな情報を発信す

る。また京都を訪れた観光客に感想等を書き込んでもらうように働きかけ、多くの外国人観光客が震

災後も日本、京都を訪れていることを知ってもらう。 ＜平成２３年度新規事業＞

因 動画情報の発信 ＜新規＞

京都の魅力を動画で発信する専用サイトを立ち上げ、協会会員の施設情報、行事・イベント、季節

の情報など発信する。また世界での利用者の多いYouTubeを活用し、世界へ「いまのKYOTO」を発

信する。

姻 京都総合観光案内所配布の情報ツールの作成 ＜新規＞

京都総合観光案内所運営協議会と連携し、平成２３年度に作成した「指差し会話帖」＜平成２３年度新

規事業＞に続き、外国人観光客対象の各種情報ツールを作成する。

引 「京料理と舞妓の夕べ」の開催

料理旅館において、京料理と舞妓を外国人観光客が手軽に体験できるイベント「京料理と舞妓の夕

べ」を引き続き開催する。

飲 英語による外国人観光客向けウォーキングツアー

平成１９年より実施している外国人観光客向けウォーキングツアーを継続実施する。また、協会会員

が実施するウォーキングツアーも積極的に応援し、外国人観光客にも歩く観光を推奨する。

９ MICE戦略の取り組み

ミーティング、インセンティブ、コンベンション、イベント／エキジビションの総称である「MICE（マ

イス）」の戦略の推進は、京都ブランド・都市格の向上、市民生活の活性化、経済波及効果など、社会的

および経済的両面において京都の都市活力を支え、向上させるとともに、京都観光の質の向上に寄与す

ることが期待されている。

これまで取り組んできた、「企業の報奨旅行などに対する受入プログラムの企画」や「大型国際会議で

の観光情報の提供」などの取り組みをはじめ、MICE振興の重要性に鑑み、京都市、京都文化交流コン

ベンションビューローをはじめオール京都と連携強化を図る。

１０ まちなか観光の企画推進 ―「歩くほどに奥深い京都」

「歩くほどに奥深い京都」をキャッチフレーズに、公共交通機関の活用を取り入れた歩く観光を提唱

し、交通渋滞の緩和はもとより、観光客の足をまちなかや商店街へと向け、美しい町並みや買い物、体
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験や人々との交流を楽しむ「面の観光」へとする仕掛けを強化する。

茨 音声観光ガイドの配信

平成１９年度に、主にiPod向けに音声観光ガイドの配信を始め、２２年度にはスマートフォンでも楽し

めるようにした音声観光ガイド「京都フリーウォーク」について、本年度は英語コースの拡充と中国

語コースの開発を行う。また、２３年度にfacebookページとしてリニューアルしたホームページでの、

マップダウンロード等の機能充実を図る。

芋 ウォーキングイベントの実施

外国人観光客向けの英語によるウォーキングツアーを引き続き実施する。

１１ 新たな観光素材による観光ＰＲ

京都への誘致に結びつく四季折々の、京都ならではの観光素材を新たに発掘して全国に情報発信し、

リピーターの確保を図る。新緑から初夏にかけての京都を彩る「京の青もみじ」にスポットをあてた宣

伝活動を展開するとともに、紅葉シーズンに先駆け「京の初秋」として、寺院のライトアップ、特別拝

観、観月の行事など初秋の京都の奥深い魅力を紹介し、各旅行会社への商品造成依頼、新聞社等に取材

要請、チラシ作成・配布、協会ホームページでの観光ＰＲを行い、京都への誘致を図る。

茨 初夏「京の青もみじ」…５月下旬～７月

芋 初秋「京のお月見・京の夕べ」…９月～１１月

１２ 京都の新たな夏の風物詩「京の七夕」の取り組み

京都ならではの現代版・七夕を「京の七夕実行委員会」に参画し実施するとともに、オール京都で

「京の七夕」の盛り上げに努める。

開催期間 ８月４日（土）～１３日（月）

会 場 ＜堀川会場＞・堀川遊歩道（押小路～一条戻橋）笹飾り、光の友禅流し、光の天の川等

＜鴨川会場＞・鴨川（御池～四条）竹と灯りの散策路、友禅流し、鴨川納涼との連携等

○「京の七夕」絵はがき短冊（３枚１セット３００円）により、全国から「願い」を「京の七夕」に託して

いただく。

○寺院・神社等の夜間特別公開・ライトアップ等をはじめ、商店街・門前・団体等での七夕装飾、七夕

市や夏祭りとの連携、小学校・幼稚園・保育園等の七夕笹飾りへの参加など。

１３ 京都・花灯路事業の実施

「京都・花灯路」事業を、京都府・京都市・京都商工会議所・京都仏教会・京都文化交流コンベンショ

ンビューローと共同で実施する。本年度は、昨年に引き続き、嵐山嵯峨野地域と東山地域で実施し、京

都の夜の観光イベントとして内容の充実を図り、冬季観光客、宿泊客のさらなる増加を目指す。

１４ 三大祭観覧席設置事業および伝統行事等への執行補助

茨 三大祭観覧席設置事業と宣伝販売促進

葵祭・祇園祭山鉾巡行・時代祭の京都三大祭当日に有料観覧席を設置して、観光客の快適さ、利便

性および京都の魅力を伝えるとともに、旅行会社等へのセールス活動やマスコミ機関等への報道要請
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を行う。

芋 四大行事等への執行補助

観覧席事業等の収入を財源として京都五山送り火を加えた京都四大行事に対して、安定した執行お

よび保全を図るために補助金を交付する。

また主な伝統行事や観光行事に対しても補助金を交付する。

鰯 四大行事協賛会の運営

四大行事協賛会の事務局を分担し、募金活動を行うほか、補助団体、執行団体との連携のもとに、

各協賛会の円滑な運営を図る。

允 被災者支援

関係先と協力し、東日本大震災により被災した方々を、三大祭観覧席に招待し、継続した被災者支

援を行う。

１５ 京都さくらよさこいの実施

春の観光客誘致と京都市役所前を中心とした京都のまちの環境美化啓発の推進を目的として、「第８

回京都さくらよさこい」を実施する。

開催日 ４月７日（土）、８日（日）

会 場 京都市役所前広場など

１６ 元離宮二条城を舞台にした各種イベントへの事業協力等

京都市と元離宮二条城を舞台にして「二条城お城まつり」や「二条城ライトアップ」等を実施すると

ともに、イベントの付加価値を高めるため、お茶席の設置や観光物産展の開催など積極的に事業協力を

行う。

○二条城ライトアップ 平成２４年３月２３日（金）～４月１５日（日）

平成２５年３月下旬～４月中旬（予定）

○二条城お城まつり 平成２４年１０月～１１月（予定）

○京の七夕：「京の老舗名産品展」 平成２４年８月４日（土）～１３日（月）

１７ オール京都の観光振興会議の運営

平成１８年にオール京都により設立された京都観光振興会議において、共同事業の検討をはじめ、東日

本大震災に対する共同取り組み、京都観光関連事業の調整・推進等について取り組む。引き続き当協会

が事務局を担当する。

１８ ＪＲ京都駅“歓迎いけばな”の運営

入洛観光客を花で迎えるＪＲ京都駅構内の“歓迎いけばな”を引き続き運営する。

１９ 財団法人京都伝統伎芸振興財団の運営支援

花街に伝わる伝統芸能の保存・継承によって京都の観光振興を図るため、財団法人京都伝統伎芸振興

財団の設立母体として、財団の運営について積極的に支援する。
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（公益目的事業会計）

１ 観光情報の提供と修学旅行相談業務の実施

三条京阪駅隣接地の当協会事務所において、観光情報や資料の提供等を行い、利用者に適切かつタイ

ムリーな情報を発信していくとともに、旅行会社やマスコミ等関係各機関に対しては適宜情報発信を行

う。あわせて、修学旅行相談の窓口として、学校関係者や修学旅行生を対象とした相談業務や資料の提

供を実施し、利用者の利便向上を図る。

２ 「京なび」京都総合観光案内所の受託

ＪＲ京都駅ビル２階の京都総合観光案内所「京なび」の運営業務を同運営協議会より平成２４年４月１

日から３年間の更新で受託し、年中無休で午前８時３０分から午後７時まで、年間７０万人以上の利用者に

対し各種観光案内等を行う。

京都市内の案内業務にとどまらず、府内全域の観光案内・情報発信を、多言語・ワンストップで行い、

国内外の観光客へのサービス向上を図る。

また、案内の利便向上の一環として宿泊紹介や交通案内に伴う乗車チケットの提供業務等を継続して

行うとともに、観光タクシーのあっせん＜新規＞を行う。

（収益事業等会計 ［収益］）

１ 二条城売店の運営

元離宮二条城の無料休憩所内の売店において、土産品の展示即売等を行い、入城者の利便に供する。

２ 写真撮影業務

元離宮二条城内において観光写真の撮影業務を行い、入城者の利便に供する。

３ 有料出版物の販売

当協会発行の地図「観光案内図」に加え、観光客の利便に供する有料出版物の窓口販売を推進する。

４ 無鄰菴における抹茶接待

京都市から管理運営を受託している無鄰菴において、受入サービスの一環として抹茶接待を実施する。

Ⅲ 入洛観光客に対する案内事業

Ⅳ 観光客の利便向上を図る販売事業
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（収益事業等会計 ［収益］）

１ 元離宮二条城各種業務の受託

市内屈指の観光名所である元離宮二条城の出札等の業務を京都市から引き続き受託する。また音声ガ

イドシステム事業を実施し、入城者への歴史案内に努める。

２ 無鄰菴の受託

山県有朋公ゆかりの史跡“無鄰菴”の管理運営を京都市から受託し、入菴者の受付等を行う。

（収益事業等会計 ［相互扶助その他］）

１ 会員勧募

京都を挙げての観光振興を図る推進体制を確立するとともに、当協会の組織の強化及び拡充を図るた

め、観光関係事業者をはじめ各界の幅広い分野に会員勧募を行う。

２ 会報の発行

当協会の活動状況などを中心に編集した「京観協だより」を発行し、会員との連携を密にするととも

に関連業界への情報提供を図る。

３ 会員紹介・ＰＲ事業の実施

茨 ＪＲ京都駅ビル内の「京なび」京都総合観光案内所をはじめ各インフォメーション窓口において、

会員の施設及び店舗の紹介やパンフレット類の配布を行う。また当協会発行物やホームページで行事

等の情報発信を行う。

芋 出版社・映像制作会社等と連携し、「京都いいとこマップ」「新動画サイト」等、それぞれの出版物・

ホームページに会員紹介記事・映像の掲載を促進する。

鰯 「京都観光まっぷ」を会員の協賛により作成し、「京なび」京都総合観光案内所において配布するこ

とにより、会員情報を発信する。 ＜新規＞

４ 表彰

観光意識の高揚を図るため、観光事業の振興に貢献のあった個人および団体の表彰を行う。

５ 共催・後援

京都の観光振興につながる年中行事・催事を中心に共催・後援を行い、各事業のＰＲに努める。

Ⅴ 観光施設等運営事業

Ⅵ 共催・後援・会員向け事業
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（収益事業等会計 ［相互扶助その他］）

１ 広域観光事業

茨 全国京都会議の運営

京都と全国の“小京都”はじめ、京都ゆかりの市町で組織している全国京都会議の事務局を運営し、

広域的な誘致宣伝活動を実施する。

芋 大都市観光協会連絡協議会

政令指定都市や大都市の観光協会運営について情報交換を行う。また、事務主管者会議により一層

の相互交流を図る。

鰯 京都府各市町との広域観光

京都府観光連盟と連携し、府域各市町との広域観光の推進を図るとともに、京都総合観光案内所に

おいては、京都府全域の情報収集やポスター、パンフレット等を収集し、利用者へのきめ細かな情報

提供を行うことにより京都府全域の観光振興を図る。

允 全国足利氏ゆかりの会

全国足利氏ゆかりの会に引き続き参画して足利氏の顕彰をはかる諸事業を展開する。

２ 京都観光施設協議会の運営

京都市内およびその近郊の観光施設等で構成する「京都観光施設協議会」の事務局を担当し、施設マッ

プ等の共同宣伝用印刷物の発行や観光セールス活動等、共同して誘致・受入のための諸施策を実施する。

３ 関係団体等との共同事業

京都市をはじめ、京都府、京都商工会議所、京都府観光連盟などとの連携を深めるとともに、関係業

界団体に参画し、業界の要望に基づく観光振興の促進を図る。主な共同事業は以下のとおり。

茨 京都は、優れた会議施設と豊富な観光資源を有するコンベンション都市として学術会議を中心にし

た多くの各種会議等の開催実績があり、京都文化交流コンベンションビューローと各種情報を交換す

るなど連携し、会議誘致の促進に努める。

芋 京都ブランド名産品公正取引協議会に参画し、観光土産品の品質向上に努める。

鰯 公共交通機関でおこしやす・京都市協議会に参画し、公共交通機関を利用した観光客誘致の促進を

図る。

允 京都市まちの美化推進事業団に参画し、観光地美化キャンペーンや美化啓発活動に取り組む。

印 シルバー観光ガイドなど市民ボランティアガイドや学生観光ガイド団体との連携のもと、京都総合

観光案内所や当協会事務所での観光案内業務や「京の冬の旅」事業をはじめとする各種事業を実施し、

観光客の受入案内業務を推進する。

咽 京都一周トレイル会に参画し、京都市が設定する京都一周トレイル事業の推進に取り組む。

員 嵐山および東山交通対策研究会に参画し、観光地における交通問題について検討を進める。

因 京都市フィルム・オフィスに参画し、映画やテレビ等の映像を通じての京都の魅力の発信を推進する。

Ⅶ 関係団体等共同事業
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姻 京都創生推進フォーラムに参画し、「京都創生」の実現に向けて、関係する機関及び団体と相互に協

力し、活動の輪を広げ、地元京都における京都創生の機運の高揚に取り組む。

また、東京都心を舞台に京都創生ＰＲ事業「京あるきin東京」を開催し、「国家戦略としての京都

創生」の発信及び認知向上を図るとともに、京都の観光、歴史、文化の魅力発信により、京都ファン

の一層の拡大を図る。

引 京都マラソン実行委員会に参画し、国際観光都市京都の魅力を内外にＰＲし、京都ブランドの発信

を図る。

飲 京都岡崎魅力づくり推進協議会に参画し、岡崎地域を世界に冠たる文化・交流ゾーンとするととも

にさらなる賑わいを創出するため取り組む。

淫 古典の日推進委員会に参画し、文化事業を通じて古典に親しみ、古典を後世に伝えるとともに、「古

典の日」の制定に取り組む。

胤 京都市地域活性化総合特別区域協議会に参画し、当該特区に指定されたことにより、国際観光都市、

歴史都市、文化芸術都市としての京都の魅力をさらに磨きあげ、これまでにない質の高い観光スタイ

ルを提案するとともに、国際的な文化芸術創造の場を提供することにより、「観光立国・日本」を先導

し、また多彩な文化交流による国際相互理解の促進を図る。


